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「
え
え
時
も
あ
ら
い
や
」。
37
年
前
、
お
や
じ
の
こ
の
一
言
で
漁
師
に

な
っ
た
。

　

高
校
３
年
夏
、
ま
だ
進
路
を
迷
っ
て
い
た
。
当
時
、
私
の
地
元
で
は
、

親
の
後
を
継
い
で
漁
師
に
な
る
か
、
会
社
に
就
職
す
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で

大
学
進
学
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
当
然
、
お
や
じ
は
私
が
漁
師
に
な
る

も
ん
だ
と
思
っ
て
い
る
。
大
学
に
行
き
た
い
と
言
っ
た
と
き
「
一
生
の
う

ち
の
４
年
間
、
遊
ん
で
こ
い
」。

　

誰
に
も
言
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
私
に
は
野
球
部
の
監
督
に
な
っ
て
甲

子
園
に
行
き
た
い
と
い
う
青
春
ド
ラ
マ
に
で
も
出
て
き
そ
う
な
夢
が
あ
っ
た
。
大
学
に
行
く
＝
高
校
教
師

＝
漁
師
に
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、
お
や
じ
は
一
人
で
東
京
の
大
学
受
験
に
行

く
息
子
の
た
め
に
、
海
苔
養
殖
の
知
り
合
い
に
頼
ん
で
、
試
験
会
場
ま
で
の
道
案
内
を
段
取
り
し
て
く
れ

て
い
た
。

　

漁
師
が
嫌
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
ま
ま
漁
師
に
な
っ
て
何
か
が
起
こ
っ
た
時
に
「
あ
の
時
の
夢
を
諦

め
て
い
な
か
っ
た
ら
…
」
と
後
悔
し
た
く
な
か
っ
た
か
ら
大
学
受
験
に
挑
戦
し
た
い
。
お
や
じ
の
想
い
も

痛
い
ほ
ど
わ
か
る
。
た
だ
、
ど
こ
の
大
学
で
も
い
い
か
ら
で
は
、
お
や
じ
に
申
し
訳
な
い
。
一
校
に
絞
っ

て
挑
戦
。
も
し
合
格
し
た
ら
漁
師
に
は
な
ら
な
い
。
先
生
に
な
る
ん
や
。

　

試
験
が
終
わ
っ
て
帰
っ
て
き
た
。
通
っ
た
と
思
っ
た
。
お
や
じ
に
は
悪
い
が
、
東
京
の
生
活
へ
の
期
待

と
不
安
が
混
在
す
る
な
か
合
格
通
知
だ
け
を
待
っ
て
い
た
。

　
「
不
合
格
」
…
。
自
信
が
あ
っ
た
の
で
気
持
ち
の
整
理
が
つ
か
ず
、
や
け
に
な
っ
て
い
た
時
、

　
「
え
え
時
も
あ
ら
い
や
」。

　

た
っ
た
そ
の
短
い
言
葉
で
お
や
じ
の
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
瞬
間
、
漁
師
に
な
る
こ
と
を
心
に

決
め
た
。

　

漁
師
は
、
自
分
の
腕
だ
け
で
飯
が
食
え
る
と
思
っ
て
い
た
。
で
も
、
様
々
な
人
と
の
関
わ
り
、
い
ろ
ん

な
人
に
助
け
ら
れ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が

身
に
染
み
て
分
か
っ
て
き
た
。
素
晴
ら
し
い
人

と
の
出
会
い
。
そ
れ
だ
け
で
も
良
か
っ
た
と
言

え
る
。

　

良
か
っ
た
の
か
、
悪
か
っ
た
の
か
、
私
は
こ

う
し
て
漁
師
に
な
っ
て
、今
は
組
合
長
で
あ
る
。

そ
し
て
息
子
も
４
年
前
に
漁
師
に
な
っ
た
。
彼

と
は
ど
う
し
て
漁
師
に
な
っ
た
の
か
話
し
た
こ

と
が
な
い
。
今
、
私
は
そ
の
時
の
お
や
じ
の
年

を
越
え
た
。
果
た
し
て
、
私
は
父
と
し
て
「
み

ち
し
る
べ
」
に
な
っ
た
一
言
が
言
え
た
の
か
、

一
度
彼
に
聞
い
て
み
た
い
。

表紙の言葉
「なぎさ信用漁業協同組合連合会 誕生総会」（神戸市）

No.726   April. 2017

	 ２	 ようそろ
	 ３	 平成29年４月１日	ＪＦマリンバンクなぎさ	誕生
	 ４	 「日本漁船保険組合」本年４月１日スタート
	 ５	 兵庫県漁業信用基金協会の合併について（お知らせ）
	 ６	 但馬地区ズワイガニ漁	終漁
	 ７	 漁業就業者ステップアップ研修
	 ８	 ジャンボフェリーでの海上安全講習会	開催
	 ９	 神戸市水産会主催“神戸市長と若手漁業者の意見交換会”
	 11	 ライフジャケット	着用義務化へ
	 	 神戸海上保安部からのお知らせ
	 12	 兵庫県農政環境部	農林水産局	水産課	＆	漁港課	配席図
	 13	 明石海峡でのイカナゴ漁	視察
	 	 海難事故をなくそう
	 14	 兵庫JCC通信
	 15	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより
	 16	 第39回	全国海の子絵画展	今年も４作品が入賞

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

み
ち
し
る
べ

大
輪
田
塾
一
期
生
（
明
石
浦
漁
業
協
同
組
合
）　

戎 

本　

裕 

明

　平成29年４月１日（土）、兵庫県信用漁業協同組合連合
会と和歌山県信用漁業協同組合連合会は、全国で初めて
県域を越えて合併し、「なぎさ信用漁業協同組合連合会」

（愛称：ＪＦマリンバンクなぎさ）が発足しました。全国か
ら注目されるこの合併では、規模拡大による経営力強化
や本部機能の効率化により、会員及び利用者へ、将来に
わたり「安心」「安全」の金融サービスを安定的に提供す
る“新しい形の信漁連”を目指していきます。
　この日は朝から快晴に恵まれ、晴れ晴れしい船出となり
ました。
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兵
庫
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
と
和
歌
山

県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
が
合
併
し
、
な
ぎ

さ
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
（
愛
称
：
Ｊ
Ｆ
マ

リ
ン
バ
ン
ク
な
ぎ
さ
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
両
信
漁
連
に
お
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
会

員
・
漁
業
者
・
加
工
業
者
並
び
に
漁
村
地
域
の
皆

様
に
「
安
心
」・「
安
全
」
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
「
安

定
」
的
に
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
県
域
を
越

え
た
広
域
合
併
が
最
善
の
選
択
で
あ
る
と
の
共
通

認
識
の
も
と
、
平
成
25
年
12
月
よ
り
本
格
的
協
議

を
開
始
し
、
３
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
協
議
を
重

ね
、
両
県
会
員
の
ご
理
解
と
ご
承
認
を
得
て
、
平

成
29
年
４
月
１
日
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に

お
い
て
誕
生
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ご
臨
席
を
い
た
だ
い
た
水
産
庁
水
産

経
営
課 

矢
花 

渉
史
課
長
よ
り
「
今
回
の
合
併
が
、

新
し
い
日
本
の
系
統
金
融
の
あ
り
方
を
示
し
て
い

く
機
会
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」、
Ｊ
Ｆ

全
漁
連 

岸 

宏
会
長
（
代
読
・
古
関 

和
則
専
務
）

よ
り
「
全
国
の
Ｊ
Ｆ
信
漁
連
が
注
目
し
て
い
る
先

駆
的
な
取
り
組
み
。
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限

活
用
し
つ
つ
、
両
県
の
英
知
を
結
集
し
て
、
実
の

あ
る
も
の
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
」、
農
林
中
央

金
庫 

宮
園 

雅
敬
副
理
事
長
よ
り
「
こ
の
合
併
は
、

広
域
信
漁
連
の
先
駆
け
で
あ
り
、
全
国
Ｊ
Ｆ
信
漁

連
か
ら
『
続
い
て
行
こ
う
』
と
い
う
機
運
が
出
て

き
て
い
る
。
是
非
、
会
員
・
全
国
の
期
待
に
応
え

て
い
た
だ
き
、
大
き
く
飛
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
、

期
待
と
励
ま
し
を
兼
ね
た
温
か
い
ご
祝
辞
を
賜
り

ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
社
領 

弘
議
長
（
Ｊ
Ｆ
一
宮
町
組

合
長
）
の
進
行
に
よ
り
、
役
員
推
薦
委
員
会
に
お

い
て
推
薦
さ
れ
た
経
営
管
理
委
員
18
名
、
監
事
４

名
が
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
、
総
会
終
了
後
開
催

さ
れ
た
第
１
回
経
営
管
理
委
員
会
に
お
い
て
理
事

４
名
が
選
任
さ
れ
、
新
生
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
な

ぎ
さ
の
運
営
体
制
が
確
立
い
た
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
な
ぎ
さ
は
、
厳
し
さ
を
増

す
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
、
金
融
情
勢
の
中
、
究

極
の
目
標
で
あ
る
「
愛
さ
れ
る
浜
の
金
融
機
関
」

を
目
指
し
て
、
今
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
ま

し
た
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
役
職
員
一
同
一
丸
と

な
っ
て
、
目
標
達
成
に
向
け
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
が
、
行
政
並
び
に
系
統
諸
団
体
の
皆
様
よ
り
の

ご
指
導
・
ご
支
援
、
会
員
お
よ
び
利
用
者
の
皆
様

方
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
の
で
、
何
卒

倍
旧
の
ご
配
慮
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

 

（
文
：
な
ぎ
さ
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
）

この度就任された
経営管理委員会 中川副会長、経営管理委員会 榎本会長、黒田代表理事理事長（左から）

平成29年４月１日 ＪＦマリンバンクなぎさ 誕生!!
 「愛される浜の金融機関」を目指して

【 経営管理委員会 】

役　　職 氏　　名 役　　職 氏　　名

会 長 榎本　秀春 委 員 岡田　武夫

副 会 長 中川　照央 同 濱田　光男

委 員 村瀬　晴好 同 狗巻　吉明

同 中谷　義昭 同 中村　和孝

同 田沼　政男 同 初井　富男

同 東根　　壽 同 吉田　俊久

同 前田　若男 同 片谷　　匡

同 川越　一男 同 海野　義尊

同 大河　　優 同 前部屋泰嗣

【 監　　事 】
役　　職 氏　　名

代 表 監 事 橋本　幹也
監 事 杉谷　富弘
常 勤 監 事 磯田　和昭
員 外 監 事 宇都　靖夫

【 理　　事 】
役　　職 氏　　名

代 表 理 事
理 事 長 黒田　俊文
常 務 理 事
統 合 本 部 長 濱村　規弘
常 務 理 事
本店営業本部長 里　　昭彦
常 務 理 事
和歌山営業本部長 中田　博也
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昭
和
12
年
６
月
に
漁
船
保
険
法
が
施
行
さ
れ
、
翌
13
年
8

月
に「
兵
庫
県
生
魚
運
搬
漁
船
保
険
組
合
」、同
年
11
月
に「
淡

路
漁
船
保
険
組
合
」、
14
年
９
月
に
「
摂
播
漁
船
保
険
組
合
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
て
、
19
年
８
月
に
は
３
組
合
が
合
併
し
て

現
在
の
「
兵
庫
県
内
海
漁
船
保
険
組
合
」
が
誕
生
い
た
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
但
馬
地
区
で
は
、
昭
和
13
年
１
月
に
「
但
馬
漁
船

保
険
組
合
」
の
設
立
を
み
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う

に
、
漁
船
保
険

組
合
が
兵
庫
県

内
に
設
立
さ
れ

て
か
ら
79
年
の

年
月
を
数
え
ま
す
が
、
こ
の
間
、
昭
和
27
年

４
月
に
は
漁
船
損
害
補
償
法
が
施
行
（
漁
船

保
険
法
が
廃
止
）
さ
れ
、
国
が
漁
船
保
険
料

の
一
部
を
負
担
す
る
義
務
加
入
制
度
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
56
年
10
月
に

は
漁
船
船
主
責
任
保
険
、
漁
船
乗
組
船
主
保

険
が
新
設
さ
れ
、
法
律
の
名
称
も
漁
船
損
害

等
補
償
法
に
変
更
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
11
年
10
月
、
漁
船
保
険
と

し
て
は
画
期
的
な
制
度
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
一
つ
は
、
国
が
実
施
し
て
き
た
再
保
険

を
漁
船
保
険
中
央
会
に
委
譲
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
再
保

険
の
民
営
化
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ

は
、
漁
業
者
以
外
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
の
所
有
者
を
保

険
対
象
と
す
る
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
責
任
保
険
が
新
設
さ

れ
、
間
接
的
に
漁
業
者
を
救
済
す
る
仕
組
み
が
出
来
た
こ
と

で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
漁
船
保
険
制
度
は
、
漁
業
者
に
対
す
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た

が
、
漁
船
保
険
団
体
と
し
て
は
、
漁
船
隻
数
の
減
少
に
よ
る

危
険
的
状
況
を
回
避
す
る
た
め
に
、
平
成
19
年
頃
か
ら
、
漁

船
保
険
組
合
の
統
合
一
元
化
の
検
討
が
行
わ
れ
て
き
た
矢

先
、
平
成
23
年
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
害
で

約
５
４
０
億
円
と
い
う
巨
額
の
保
険
金
が
支
払
わ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
組
織
統
合
一
元
化
の
機
運
が
一
気
に
高
ま
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
平
成
28
年
５
月
18
日
、
漁
業
経
営
に
関
す
る
補
償
制
度
の

改
善
の
た
め
の
漁
船
損
害
等
補
償
法
お
よ
び
漁
船
災
害
補
償

法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
が
公
布
さ
れ
、
漁
船
保
険

組
織
統
合
に
関
す
る
法
的
環
境
が
整
っ
た
こ
と
を
う
け
、
29

年
１
月
31
日
、
新
組
合
設
立
委
員
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、

新
定
款
、
新
保
険
約
款
、
役
員
等
の
選
任
が
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
29
年
４
月
１
日
、
全
国

の
漁
船
保
険
と
「
漁
船
保
険
中
央
会
」
が
統
合
し
「
日
本
漁

船
保
険
組
合
」
と
し
て
全
国
で
1
つ
の
本
所
と
49
支
所
が
誕

生
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
で
は
「
兵
庫
県
内
海
支
所
」
と
「
但
馬
支
所
」
が

設
立
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
の
漁
船
を
引
き
受
け
す
る
こ

と
は
従
来
と
変
わ
り
ま
せ
ん
し
、
支
所
で
実
施
す
る
保
険
事

業
等
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
支
所
運
営
委
員
会
」
で

協
議
し
決
定
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
「
兵
庫
県
内
海
漁
船
保
険
組
合
」、「
但
馬
漁
船
保
険
組
合
」

は
、
80
年
近
く
の
歴
史
に
一
旦
幕
を
下
ろ
し
ま
す
が
、
新
た

な
組
織
と
し
て
、
漁
業
者
と
と
も
に
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で

い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
文
：
日
本
漁
船
保
険
組
合
兵
庫
県
内
海
支
所・但
馬
支
所
）

「
日
本
漁
船
保
険
組
合
」
が

本
年
４
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
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兵
庫
県
漁
業
信
用
基
金
協
会
は
、
平
成
29
年
４
月
３

日(

月)

を
も
っ
て
全
国
19
の
協
会
と
合
併
し
、
全
国
漁

業
信
用
基
金
協
会
兵
庫
支
所
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
こ
の
場
を
借
り
て
協
会
の
設
立
時
の
状
況
と
、
今
回

合
併
へ
の
取
り
組
み
に
至
っ
た
経
緯
等
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

　
本
県
協
会
は
、
昭
和
28
年
６
月
26
日
に
会
員
数
80
会

員
、
出
資
金
総
額
３
８
、７
５
０
千
円
、
主
た
る
事
務

所
を
兵
庫
県
庁
内
と
し
て
設
立
登
記
が
完
了
、
翌
月
７

月
１
日
よ
り
業
務
を
開
始
し
、
64
年
の
歴
史
を
刻
ん
で

き
ま
し
た
。

　
設
立
当
時
の
社
会
情
勢
は
、
戦
後
復
興
の
急
速
な
拡

大
期
に
、
食
糧
産
業
と
し
て
漁
業
も
急
速
に
回
復
し
ま

し
た
が
、
昭
和
24
年
に
イ
ン
フ
レ
対
策
と
し
て
の
金
融

収
縮
、
翌
25
年
に
は
朝
鮮
動
乱
に
伴
う
経
済
の
拡
大
と

大
き
く
混
乱
し
、
そ
の
都
度
、
季
節
要
因
等
危
険
率
の

高
い
漁
業
に
対
す
る
融
資
は
大
き
な
落
ち
込
み
を
見

せ
、
取
分
け
信
用
力
の
弱
い
沿
岸
漁
業
者
は
深
刻
な
資

金
不
足
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　
当
時
、
漁
業
に
特
化
し
た
金
融
機
関
の
必
要
性
が
検

討
さ
れ
、
漁
業
協
同
組
合
、
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
、
農
林
中
央
金
庫
の
系
統
組
織
が
整
備
さ
れ
、
さ
ら

に
北
海
道
に
お
い
て
企
て
ら
れ
た
水
揚
げ
代
金
を
償
還

財
源
と
す
る
協
同
組
織
に
よ
る
相
互
保
証
制
度
と
し

て
、
漁
業
協
同
組
合
と
公
共
団
体
の
出
資
金
で
構
成
さ

れ
た
「
漁
業
共
済
特
別
基
金
」
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
昭

和
27
年
12
月
に
国
に
よ
る
再
保
険
制
度
を
含
め
た
「
中

小
漁
業
融
資
保
証
制
度
」
が
確
立
さ
れ
て
、
翌
28
年
に

本
県
協
会
の
設
立
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
後
、
瀬
戸
内
海
の
水
質
悪
化
を
原
因
と
す
る

魚
類
養
殖
の
不
振
、
日
本
海
の
資
源
減
少
を
原
因
と
し

た
沖
合
イ
カ
釣
り
や
沖
合
底
引
き
網
の
不
振
、
ま
た
、

原
油
価
格
の
急
騰
に
伴
っ
た
漁
業
全
般
の
経
営
不
振

等
、
県
下
の
漁
業
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ
て
協
会
の
経

営
環
境
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　
更
に
日
本
経
済
の
バ
ブ
ル
崩
壊
以
後
は
、
協
会

収
入
に
大
き
な
比
重
を
占
め
る
資
金
運
用
益
の
低

下
が
長
引
き
、
今
も
本
県
の
み
な
ら
ず
全
国
的
に

協
会
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
数
年
前
よ
り
財
務
基
盤
の
強

化
と
業
務
効
率
の
向
上
・
合
理
化
を
目
指
し
て
、

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
合
併
を
模
索
・
検
討
し
、
平

成
25
年
に
は
全
国
合
併
に
向
け
た
取
り
組
み
を
開

始
し
、
今
回
全
国
42
の
基
金
協
会
の
う
ち
、
19
の

協
会
が
合
併
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
合
併
後
の
組
織
は
、
本
所
を
東
京
都
台
東
区
東

上
野
に
構
え
、
被
合
併
協
会
は
支
所
と
し
て
業
務

を
継
続
し
、
ま
た
、
各
支
所
に
は
運
営
委
員
会
を

設
置
し
て
支
所
毎
に
異
な
る
問
題
に
自
立
性
を

も
っ
て
対
処
で
き
る
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
で
、

会
員
へ
の
対
応
に
関
し
て
、
少
な
く
と
も
現
状
を

下
回
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
臨
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
各
支
所
か
ら
１
名
が
選
出
さ
れ
て
全
国
協

会
の
理
事
に
就
任
し
、
協
会
運
営
に
各
支
所
の
意
見

が
反
映
さ
れ
る
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
31
年
に
は
第
２
次
合
併
と
し
て
、

今
回
参
加
し
て
い
な
い
23
協
会
の
う
ち
幾
つ
か
の

協
会
が
合
併
に
参
加
し
、
更
に
体
制
が
強
化
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
合
併
協
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
ば
か
り
で
、

正
直
戸
惑
い
も
残
っ
て
い
ま
す
が
、
保
証
制
度
の
維
持

に
最
善
の
方
法
と
し
て
選
択
し
た
こ
と
で
あ
り
、
会
員

を
始
め
関
係
者
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
よ
り
良
い
仕

組
み
に
発
展
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
文
：
全
国
漁
業
信
用
基
金
協
会
兵
庫
支
所
）

兵庫県漁業信用基金協会の合併について（お知らせ）



各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
昨
年
11
月
６
日
に
解
禁
さ
れ
た
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
漁

は
、
３
月
20
日
（
月
）
で
漁
期
を
終
え
、
最
終
セ
リ

が
21
日
（
火
）、
但
馬
の
各
港
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
漁
期
の
総
漁
獲
量
は
９
８
４
ト
ン
（
前
年
比

98
・
５
％
）、
キ
ロ
単
価
は
４
、２
１
０
円
（
前
年
比

98・９
％
）、
漁
獲
金
額
は
41
億
４
千
３
百
万
円
（
前

年
比
97
・
４
％
）
と
、

い
ず
れ
も
前
年
度
を
や

や
下
回
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
オ
ス
ガ
ニ
（
松
葉
ガ

ニ
）
の
漁
獲
量
は
４
１

０
ト
ン
（
前
年

比
85
・
０
％
）

で
前
年
度
よ
り

減
少
し
、
キ
ロ

単
価
７
、０
６ 

２
（
前
年
比
１ 

１
０・
２
％
）
に
伸
長
し
、
漁
獲
金
額
は

28
億
９
千
３
百
万
円
（
前
年
比
93
・
７
％
）

で
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
メ
ス
ガ
ニ
（
セ
コ
ガ
ニ
）
の
漁
獲
量
は

４
３
５
ト
ン
（
前
年
比
１
１
３・
６
％
）

と
前
年
度
よ
り
増
加
し
、
キ
ロ
単
価

２
、４
７
８
円
（
前
年
比
94
・
９
％
）、
漁

獲
金
額
は
10
億
７
千
７
百
万
円
（
前
年
度

１
０
７・８
％
）
で
前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
ミ
ズ
ガ
ニ
（
若
松
葉
ガ
ニ
）
の
漁
獲
量

は
１
４
０
ト
ン
（
前
年
比
１
０
３・
５
％
）

で
前
年
よ
り
や
や
増
加
し
、
キ
ロ
単
価

１
、２
３
６
円
（
前
年
比
99
・
３
％
）
と
前

年
並
み
、
漁
獲
金
額
は
１
億
７
千
２
百
万
円

（
前
年
度
１
０
２・８
％
）
と
前
年
よ
り
や
や
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
但
馬
地
区
の
沖
合
底
び
き
網
漁
は
、
ホ
タ

ル
イ
カ
、
ハ
タ
ハ
タ
、
カ
レ
イ
類
な
ど
の
水
揚
げ
が

５
月
末
日
ま
で
続
き
ま
す
。

拓水726号（2017年４月） 6

但
馬
地
区
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
漁 

終
漁
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漁
業
就
業
者
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

研
修
支
援
事
業
は
、
雇
用
就
業
か

ら
の
独
立
や
漁
船
漁
業
と
養
殖
漁

業
の
複
合
経
営
、
６
次
産
業
化
の

取
組
等
を
希
望
す
る
漁
業
者
に
対

し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
次
世
代

を
担
う
漁
業
者
の
育
成
・
確
保
、

複
合
的
な
漁
業
経
営
モ
デ
ル
の
普

及
を
目
的
に
、
県
事
業
と
し
て
Ｊ

Ｆ
兵
庫
漁
連
が
主
体
と
な
っ
て
、

平
成
28
年
8
月
か
ら
研
修
を
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
２
月
22
日
（
水
）
に
は
、
同
事

業
の
一
環
と
し
て
座
学
研
修
会
が

水
産
会
館
で
行
わ
れ
、
漁
業
者
や

関
係
者
ら
約
20
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　
こ
の
日
行
わ
れ
た
の
は
3
講
座

で
、
ま
ず
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

環

境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

中
西 

敬
氏
が

「
海
洋
環
境
と
水
産
業
」
と
題
し

て
、
播
磨
灘
や
大
阪
湾
の
海
の
環

境
に
つ
い
て
解
説
を
行
う
と
と
も

に
、
海
底
耕
耘
・
か
い
ぼ
り
な
ど

の
環
境
改
善
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。
次
に
、
Ｊ
Ｆ

兵
庫
漁
連
指
導
部 

北
村 

伸
也
主

任
か
ら
「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の

着
用
等
に
つ
い
て
」
と
し
て
、
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
推
進
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
す
る
と
と
も
に
、

来
年
2
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
義
務
化

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
最
後

に
行
わ
れ
た
「
活
魚
を
利
用
し
た

神
経
〆
の
紹
介
」
で
は
、
Ｊ
Ｆ
明

石
浦 

山
本 

雄
司
販
売
課
長
ら
職

員
に
よ
る
、
チ
ヌ
（
ク
ロ
ダ
イ
）

を
使
っ
た
神
経
〆
（
活
〆
）
の
実

演
を
見
学
し
た
ほ
か
、
前
日
に
神

経
〆
を
し
て
お
い
た
チ
ヌ
と
の

食
べ
比
べ
を
行
い
ま
し
た
。
ほ
か

に
Ｊ
Ｆ
坊
勢
で
ブ
ラ
ン
ド
化
さ

れ
た
「
ぼ
う
ぜ
鯖
」「
白
鷺
サ
ー

モ
ン
」
の
試
食
も
あ
り
、
参
加
者

は
魚
を
食
べ
つ
つ
、
こ
の
日
の
研

修
を
振
り
返
っ
て
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

漁業就業者ステップアップ研修

活〆の実演を見ることが出来ました様々な魚を食べながら意見を交わしました

ライフジャケットについて学ぶ参加者

海の環境について話された中西講師
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
３
月
７
日
（
火
）、
系
統
団
体
（
Ｊ

Ｆ
兵
庫
漁
連
、
共
水
連
兵
庫
県
事
務

所
、
兵
庫
県
内
海
漁
船
保
険
組
合
、

ひ
ょ
う
ご
豊
か
な
海
づ
く
り
協
会
、
兵

庫
県
水
産
振
興
基
金
）
と
国
土
交
通
省

神
戸
運
輸
監
理
部
が
主
催
し
た
「
海
上

安
全
講
習
会
（
命
を
守
る
運
動
）」
が

大
型
船
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
ジ
ャ
ン
ボ
フ
ェ
リ
ー
㈱
の
協

力
を
得
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
今
回

で
５
回
目
と
な
り
ま
す
。
神
戸
港
６
時

発
の
小
豆
島
経
由
高
松
行
き
の
フ
ェ

リ
ー
に
乗
船
し
た
Ｊ
Ｆ
兵
庫
信
漁
連 

中
川 

照
央
会
長
は
じ
め
Ｊ
Ｆ
職
員
、

系
統
団
体
と
神
戸
運
輸
監
理
部
担
当

者
ら
８
名
は
、
明
石
海
峡
を
通
過
す
る

ま
で
の
間
、
ブ
リ
ッ
ジ
内
で
操
船
方
法

や
レ
ー
ダ
ー
の
画
像
と
と
も
に
、
目
視

に
よ
る
確
認
や
進
路
に
関
す
る
指
示

な
ど
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。
当
日

は
イ
カ
ナ
ゴ
漁
の
解
禁
日
で
、
播
磨
灘

側
は
強
風
の
た
め
時
化
て
い
ま
し
た

が
、
大
阪
湾
側
は
レ
ー
ダ
ー
に
多
く
の

漁
船
が
映
り
、
明
石
海
峡
大
橋
を
通
過

す
る
ま
で
ブ
リ
ッ
ジ
は
緊
張
感
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
た
だ
早
め
に
回
避
す
る

ル
ー
ト
を
選
択
し
た
の
で
、
大
き
く
迂

回
す
る
こ
と
な
く
順
調
に
通
過
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ブ
リ
ッ
ジ
か
ら

は
、
近
く
で
操
業
す
る
漁
船
や
、
フ
ェ

リ
ー
の
前
を
通
過
し
よ
う
と
し
た
船

が
諦
め
て
減
速
す
る
様
子
な
ど
も
見

る
こ
と
が
出
来
、
交
通
量
の
多
い
海
域

の
様
子
を
大
型
船
の
視
点
で
見
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
海
峡
通
過
後
に
行
わ
れ
た
意
見
交

換
会
に
は
、
同
船
の
花
井
船
長
も
参
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
花
井
船
長
は

「
明
石
海
峡
は
、
小
型
船
か
ら
は
広
く

み
え
る
が
、
大
型
船
か
ら
は
大
変
狭
く

感
じ
る
こ
と
に
加
え
、
急
な
方
向
転
換

や
急
な
停
船
を
行
う
船
も
あ
り
、
動
き

が
読
め
ず
怖
い
思
い
を
す
る
」、「
夜
間

操
業
時
の
回
転
灯
は
よ
く
見
え
て
い

る
。
ま
た
、
ブ
イ
は
オ
レ
ン
ジ
色
が
見

つ
け
や
す
い
」
と
日
常
の
航
海
で
気
付

い
た
こ
と
を
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。
他

に
も
、
霧
発
生
時
の
航
行
の
様
子
や
Ａ

Ｉ
Ｓ
の
有
効
性
に
つ
い
て
も
意
見
を

交
わ
し
、
幅
広
い
内
容
の
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
事
務
局
を
務
め
る
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

（
指
導
部
）
で
は
「
今
後
も
こ
の
取
組

み
を
行
う
予
定
で
す
。
少
し
で
も
多
く

の
方
に
体
験
し
て
も
ら
い
、
海
上
安

全
に
繋
げ
た
い
」
と
し
て
お
り
ま
す
。

（
お
問
合
せ
先
は
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
指
導

部　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
８
︱
９
４
０
︱

８
０
１
３
）

船の状況について説明を受けました帯のように映る漁船群

様々な話があった意見交換会

ジャンボフェリーでの海上安全講習会を開催
　～大型船からの視界や動力性能を体験～



9 拓水726号（2017年４月）

　
３
月
14
日
（
火
）、
神
戸
市
水
産
会
館
に

お
い
て
神
戸
市
水
産
会
主
催
の
「
神
戸
市
長

と
若
手
漁
業
者
の
意
見
交
換
会
」
が
開
催 

さ
れ
、
約
50
名
の
漁
業
者
ら
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
こ
の
会
は
、
神
戸
市 

久
元 

喜
造
市
長
の

出
席
の
も
と
、
神
戸
市
の
漁
業
が
抱
え
る
問

題
に
つ
い
て
、
５
名
の
若
手
漁
業
者
が
、
漁

業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
発
表
を
し
、
そ

の
対
策
に
つ
い
て
久
元
市
長
と
の
意
見
交
換

を
行
う
も
の
で
す
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
同
会 

山
田 

隆
義
会
長

が
「
イ
カ
ナ
ゴ
漁
の
不
漁
は
残
念
だ
。
か
つ

て
大
量
に
漁
獲
さ
れ
た
シ
ャ
コ
等
の
底
物
が

獲
れ
な
く
な
っ
た
一
方
で
、
シ
ラ
ス
は
平
均

的
に
漁
獲
さ
れ
、
マ
ダ
イ
や
ハ
モ
の
漁
獲
は

安
定
し
て
い
る
。
た
だ
、
全
般
的
に
漁
獲
量

は
減
少
し
、漁
業
者
は
不
安
に
思
っ
て
い
る
。

久
元
市
長
、
井
戸
知
事
の
力
を
借
り
た
瀬
戸

内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
今
後
、『
豊
か
な
海
』
の
実
現
に
向

け
た
施
策
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
実
現
に
は
時
間
を
要
す
る
だ
ろ
う
が
、

皆
様
の
力
を
借
り
、
昔
の
よ
う
な
豊
か
な
海

を
取
り
戻
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。本
日
は
、

こ
れ
か
ら
の
漁
業
を
担
う
若
手
漁
業
者
と
久

元
市
長
が
意
見
を
交
わ
す
会
な
の
で
、
良
い

提
案
が
あ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
若
手
漁
業
者
5
名
の
発

表
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
【
尻
池
明
広
さ
ん

　
　
　
　
　
（
Ｊ
Ｆ
神
戸
市 

駒
ヶ
林
）】

　
船
び
き
網
漁
業
の
イ
カ
ナ
ゴ
漁
が
不
漁

の
た
め
、
消

費
者
に
手
が

出
な
い
よ
う

な
高
価
格
に

な
っ
て
お

り
、
魚
離
れ

が
心
配
さ
れ

る
。
環
境
変

動
に
よ
る
イ
カ
ナ
ゴ
資
源
の
変
動
が
激
し

い
た
め
に
漁
獲
が
不
安
定
で
あ
り
、
我
々

漁
業
者
も
困
っ
て
い
る
。

　
イ
カ
ナ
ゴ
の
資
源
管
理
に
つ
い
て
は
漁

業
者
に
よ
る
自
主
的
な
一
斉
網
入
れ
や
一

斉
網
上
げ
に
努
め
て
お
り
、「
親
を
残
す
」

こ
と
を
合
い
言
葉
と
し
て
資
源
管
理
に
努

め
て
い
る
。

　
ま
た
、
駒
ヶ
林
水
産
研
究
会
で
は
、
地

域
の
子
供
と
漁
業
が
触
れ
合
う
会
を
開
催

し
て
お
り
、
漁
業
者
と
し
て
も
、
街
づ
く

り
の
一
翼
を
担
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、

今
後
も
日
々
の
普
及
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
。

　
　
【
若
林　
良
さ
ん

　
　
　
　
　
（
Ｊ
Ｆ
神
戸
市 

須
磨
浦
）】

　
ノ
リ
養
殖

は
10
年
程
前

か
ら
栄
養
塩

不
足
に
よ
る

『
色
落
ち
』

に
よ
っ
て
生

産
量
が
減
少

し
た
。
ノ
リ

生
産
者
の
経
営
が
悪
化
し
後
継
者
が
少
な

い
な
か
、
こ
の
ま
ま
で
は
ノ
リ
養
殖
業
の

維
持
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　
ノ
リ
の
色
落
ち
は
、
海
の
栄
養
塩
で
あ

る
窒
素
不
足
が
原
因
だ
が
、
栄
養
塩
は

陸
水
や
生
活
排
水
か
ら
供
給
さ
れ
る
の

で
、
こ
れ
ま
で
の
環
境
保
全
施
策
を
転
換

し
て
、『
美
し
い
海
』
か
ら
『
豊
か
な
海
』

を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。
海
を
守
っ
て
、

こ
れ
以
上
の
ノ
リ
養
殖
の
衰
退
を
止
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
兵
庫
県
の
ノ
リ
養
殖
生
産
量
が

全
国
第
２
位
で
、
神
戸
市
の
生
産
量
は
県

全
体
の
７
％
の
約
１
億
枚
で
あ
る
が
、
こ

の
こ
と
を
神
戸
市
民
が
知
ら
な
い
と
い
う

現
実
か
ら
、
消
費
者
に
も
っ
と
『
須
磨
海

苔
』
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

　
　
【
長
原
浩
一
さ
ん

　
　
　
　
　
（
Ｊ
Ｆ
神
戸
市 

塩
屋
）】

　
刺
網
漁
業

に
よ
る
漁
獲

量
は
年
々
減

少
す
る
な

か
、
マ
ダ
イ

の
漁
獲
量
は

比
較
的
安
定

し
、
オ
ニ
オ

コ
ゼ
や
ヒ
ラ
メ
等
は
以
前
よ
り
は
漁
獲
量

が
増
え
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
神
戸
市
立
栽
培
漁
業
セ
ン

タ
ー
が
種
苗
放
流
す
る
魚
種
の
漁
獲
量
が

増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
同
セ

神
戸
市
水
産
会
主
催
“
神
戸
市
長
と

若
手
漁
業
者
の
意
見
交
換
会
”

　

 
～
漁
業
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て

　

 　

久
元
市
長
と
意
見
を
交
わ
す
～
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
ン
タ
ー
に
は
今
以
上
に
種
苗
生
産
に
力
を

入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
一
般
の
釣
り
客
が
投
棄
し
た
弁

当
箱
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
漁
網
に
絡
ま
っ
て

漁
業
操
業
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
漁

業
者
は
海
洋
ゴ
ミ
の
処
理
に
努
め
て
い
る

の
で
、
神
戸
市
に
は
釣
り
人
の
ゴ
ミ
の
ポ

イ
捨
て
防
止
の
広
報
を
し
っ
か
り
お
願
い

し
た
い
。

　
　
【
糸
谷
謙
一
さ
ん

　
　
　
　
　
（
Ｊ
Ｆ
兵
庫
）】

　
兵
庫
運
河

に
お
け
る
里

海
づ
く
り
活

動
を
行
う
、

兵
庫
運
河
の

自
然
を
再
生

す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
兵
庫
運
河
は
、近
年
水
質
が
改
善
さ
れ
、

多
様
な
生
物
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
平
成
25
年
度
か
ら
Ｊ
Ｆ
兵
庫
や
地
域

の
団
体
が
、
兵
庫
運
河
の
生
物
多
様
性
を

高
め
る
活
動
を
始
め
、
さ
ら
に
地
元
小
学

校
の
環
境
学
習
と
も
連
携
し
て
、
兵
庫
運

河
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ア
マ
モ

の
移
植
や
、
雑
木
に
よ
る
粗
朶
沈
床
の
効

果
な
ど
を
調
査
す
る
な
か
、
天
然
ア
サ
リ

は
大
型
の
も
の
や
稚
貝
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、こ
の
活
動
が
「
豊
か
な
里
海
」

の
再
生
に
繋
が
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
神

戸
市
民
に
兵
庫
区
で
も
漁
業
者
が
漁
業
を

元
気
に
営
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。

　
　
【
尻
池
佳
保
里
さ
ん

　
　
　
　
　
（
摂
津
地
区
女
性
連

 

駒
ヶ
林
）】　

　
女
性
部
の

魚
食
普
及

活
動
と
し

て
、
イ
カ
ナ

ゴ
く
ぎ
煮
講

習
会
な
ど
の

魚
料
理
講
習

会
や
、
都
市

と
漁
村
の
交
流
を
図
る
「
お
魚
ふ
れ
合
い

デ
ー
」
の
開
催
の
ほ
か
、
５
月
か
ら
12
月

の
間
、
海
岸
清
掃
を
実
施
す
る
な
ど
、
浜

の
美
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
環
境
美
化

推
進
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
た
だ
、
近
年
は
部
員
の
高
齢
化
に
よ
っ

て
参
加
者
が
減
少
し
、
女
性
部
活
動
が
低

下
す
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い

る
。

　
特
に
、
魚
食
普
及
活
動
は
重
要
だ
と
考

え
て
お
り
、
若
い
世
代
が
魚
食
普
及
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。
若
い
世
代
が
漁
業
に
誇
り

を
持
ち
、
女
性
部
活
動
へ
の
興
味
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
あ
る
の
で
、
今
後
、
参
加

し
や
す
い
女
性
部
活
動
の
実
践
に
心
が
け

て
い
き
た
い
。

　
５
名
の
発
表
を
受
け
て
、
久
元
市
長
は
参

加
者
と
活
発
な
意
見
が
交
わ
し
ま
し
た
。
久

元
市
長
は
「
発
表
の
あ
っ
た
課
題
に
は
、
直

ぐ
に
出
来
る
よ
う
な
も
の
と
、
県
と
協
議
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
、
今
後
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。
こ
の
意
見
交
換
会
は

大
変
有
意
義
で
あ
り
、
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
久
元
市
長
の
意
見
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・ 

神
戸
市
は
漁
業
振
興
の
た
め
の
「
神
戸

の
食
」
に
力
を
入
れ
て
お
り
、「
須
磨

海
苔
」、「
イ
カ
ナ
ゴ
く
ぎ
煮
」
等
の
Ｐ

Ｒ
を
さ
ら
に
進
め
た
い
。
ま
た
、
神
戸

に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
等
が
多
く
、
こ
れ
ら

の
料
理
店
等
を
活
用
し
て
地
産
地
消
を

進
め
て
い
き
た
い
。

・ 

神
戸
で
魚
が
獲
れ
な
け
れ
ば
地
産
地
消

を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
近

年
の
漁
獲
量
の
減
少
を
心
配
し
て
い

る
。
昭
和
30
～
40
年
代
と
違
い
、
今
は

「
貧
栄
養
化
」
に
よ
る
漁
獲
量
減
少
で

あ
る
と
山
田
会
長
か
ら
聞
い
て
い
る
。

そ
の
原
因
が
、
山
か
ら
流
れ
る
陸
水
な

の
か
下
水
処
理
場
の
影
響
な
の
か
は
、

ノ
リ
の
色
落
ち
が
有
明
海
で
も
発
生
し

て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
検
討
を
進

め
、
海
の
栄
養
塩
の
回
復
方
法
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
た
い
。

・ 

栽
培
漁
業
に
つ
い
て
は
兵
庫
県
と
神
戸

市
が
協
力
し
て
実
施
し
て
い
る
。
マ
ダ

イ
、
ヒ
ラ
メ
、
オ
ニ
オ
コ
ゼ
等
の
種
苗

放
流
し
て
い
る
魚
種
が
増
え
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て

検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

・ 『
神
戸
の
シ
ラ
ス
』
等
の
よ
う
に
神
戸

ブ
ラ
ン
ド
の
魚
の
Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い

て
、
大
間
の
マ
グ
ロ
の
よ
う
に
有
名
に

な
る
よ
う
な
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

・ 

神
戸
で
活
躍
し
て
い
る
人
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
を
も
つ
神
戸
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
『
兵
庫
運
河
の
自
然
を
再
生

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
取
り
上
げ
る

の
で
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
神
戸

市
内
に
広
げ
て
も
ら
い
た
い
。

・ 

海
岸
清
掃
に
人
手
不
足
に
つ
い
て
は
、

須
磨
海
岸
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
お
い
て

大
勢
の
市
民
が
参
加
し
て
、
ゴ
ミ
が
減

少
に
努
め
て
い
る
事
例
が
あ
る
の
で
、

市
民
団
体
や
企
業
と
の
連
携
を
模
索
し

て
も
ら
い
た
い
。
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神戸海上保安部からのお知らせ

ライフジャケット 着用義務化へ!!
～船舶職員及び小型船舶操縦者法施行規則の一部が改正されました～

　漁船やプレジャーボートなどの小型船舶からの海中転落によって、全国で毎年約80人の方が命を落としていま
すが、海中転落時の生存率が約2倍になるライフジャケットの着用率は30％前後と低い状況にあります。
　そこで、国土交通省は平成29年2月1日に、海中転落による死亡・行方不明を防止するため、原則としてすべての
小型船舶乗船者にライフジャケットの着用を義務化する内容の「船舶職員及び小型船舶操縦者法規則の一部を改正
する省令」を公布し、小型船舶の船長に対し原則として「船室外のすべての乗船者」にライフジャケットを着用する
ことが義務化されることとなりました。

なお、今回の改正における今後のスケジュールは以下のとおりです。

　公布：平成29年２月１日

　施行：平成30年２月１日（但し、違反点の付与は平成34年２月１日からです）

なお、適用除外の対象もあります。
詳しくは 国土交通省のホームページ（http://www.mlit.go.jp./maritime/maritime_ft6_000018.html）
または、ＪＦ兵庫漁連指導部（078－940－8013）まで。

これまで
義務化

12歳未満の小児

１人乗り漁船で漁ろう中の者

水上オートバイの乗船者

着用に努める義務

船室外のすべての乗船者

 今 後
義務化

小型船舶の船長に対し、
原則として
船室外のすべての乗船者に
ライフジャケットを着用させることを義務化

なお、違反した船長に対しては違反点数２点が課さ
れ、再教育講習を受けなければなりません。
また５点以上で免許停止の対象となります。

（最大６カ月の免許停止）
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
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؅ཧ୲౰ʣۀړ੓൝ʢړ

৔੔උ൝ړ৩ࣨɹ૿ݯࢿ

漁場整備班
主幹

（漁場環境担当）
　みず　た
ਫɹా

（内4163）
362－3480

漁場整備班長

なか　にし
தɹ੢

（内4152）
362－9230

副課長

Ֆɹཱ
（内4151）
362－9228

෭՝௕ʢࣄ຿ʣ

課　長

たか　 ぎ
∁ɹ໦

（内4149）
362－3475

ਫ࢈՝௕

資源増殖室長

はな　たて

৩ࣨ௕૿ݯࢿ

た　むら
ాɹଜ

（内4164）

主　査職　員
もり　もと
৿ɹຊ

（内4167）

主　査
さ　とう
౻ɹࠤ

（内4169）

職　員
く　　ぼ
ɹอٱ

主　査
と　 くら
౎ɹ૔

（内4160）

職　員
かじ  わら
ֿɹݪ

職　員
よね　ざわ
ถɹᖒ

（内4161）

主　査
なか　すじ
தɹے

（内4153）

嘱　託

主　査
みね
ๆ

（内4155）

職　員
さい  とう
ᜊɹ౻

（内4156）

嘱　託
た　なか
ాɹத

主　査
とう　いち
౦ɹҰ

職　員
たけ   の 
஛ɹ໺

ॸɹ຿

副課長

 なか　ぎし
தɹ؛

（内4166）
362－3481

෭՝௕ʢٕज़ʣ

 ふじ
౻

（内4159）
362－3478

漁政班主幹
（組合指導担当）

にし 　 の たに　やま

機関長

୩ɹࢁ
かく　　た

はやたか船長

֯ɹా

຿ʣ݉ہ຿ࣄௐ੔ҕһձۀړ಺ււ۠ށ੓൝ʢ੉ړ

ೖɹޱ ೖɹޱ

ಋ୲౰ʣࢦ߹੓൝ʢ૊ړ

主幹（建設担当）

໺ɹᬑ
（内4179）
(直)362－3485

主　査

ೋɹٶ
（内4178）

主　査

ɹถٱ
（内4178）  FAX. 

362－3968
（内6768）

主　査

Ԭɹຊ
（内4180）

主　任

୩ɹޱ
（内4182）

主　査

ɹถٱ
（内4178）

職　員
応　

接

主幹（計画担当）

೔ɹ࿨
（内4177）
(直)362－3484

副課長兼漁港整備班長

ɹԼࢁ
（内4174）
(直)362－9233

副課長兼漁港管理班長

�ۚɹ୩
（内4173）

(直) 362－9232

課　長

ɹҪࠓ�
（内4172）

(直) 362－3482

੔උ൝ߓړ ؅ཧ൝ߓړ

੔උ൝ߓړ ՝௕ߓړ؅ཧ൝ߓړ

՝�৬һ഑੮ਤߓړ

ೖɹޱ

ＦＡＸ.362－3920

ロ
ッ
カ
ー

ロ
ッ
カ
ー

テ
ー
ブ
ル

応接

①漁場整備開発事業に関すること
②豊かな海の再生に関すること
③漁場環境の保全に関すること
④離島漁業の支援に関すること
⑤水産物の安全確保に関すること
⑥保護水面の管理に関すること

①水産業の試験研究に関すること
②水産業の普及指導及び普及指導員の資質向上に関す
ること
③水産物の流通加工に関すること
④水産関係統計の管理に関すること
⑤栽培漁業の推進に関すること
⑥養殖業の振興に関すること
⑦（公財）ひょうご豊かな海づくり協会に関すること

①課の庶務に関すること
②総務課との連絡に関すること
③文書及び公印の管守に関すること
④但馬水産事務所との連絡調整に関する
こと
⑤課内各班に属さないこと

①水産行政の企画立案及び調整に関すること
②漁場計画立案及び漁業免許登録に関する
こと
③漁業の許可及び漁業調整に関すること
④内水面漁業の振興に関すること
⑤海区漁業調整委員会及び内水面漁場管理
委員会に関すること

⑥漁船に関すること

⑦漁船損害等補償法に関すること
⑧漁業取締りに関すること
⑨遊漁船業の適正化に関すること
⑩遊漁対策に関すること
⑪漁業無線局に関すること
⑫水産資源管理対策に関すること
⑬漁業に係る災害関連情報に関すること
⑭海洋開発事業と漁業の調整に関すること

①水産業協同組合の指導、監督
に関すること
②漁業協同組合の合併推進及び
経営基盤強化に関すること
③水産制度金融に関すること
④漁業共済に関すること
⑤漁業信用保証に関すること
⑥産地市場に関すること

⑦（財）兵庫県水産振興基金に
関すること
⑧浜の活力再生プランに関する
こと
⑨漁業コスト構造改善緊急対策
に関すること

Ѩɹ部
（内4176）

職　員

લɹా
（内4175）

嘱託員

ɹ࡚ࢁ
嘱託員

ڮɹߴ

①漁業経営構造改善事業に関すること。
②水産物の流通機能の高度化に関すること。
③共同利用施設等の災害復旧に関すること。
④漁港施設用地の利用調整に関すること。
⑤漁港港勢調査に関すること。
⑥漁港の整備計画に関すること。
⑦漁港の調査に関すること。
⑧漁港海岸の整備計画に関すること。

⑨漁港海岸の調査に関すること。
⑩海岸統計に関すること。
⑪県管理の漁港事業の実施に関すること。
⑫漁港海岸事業の実施に関すること。
⑬市町管理の漁港及び漁港海岸事業の指導
監督に関すること。
⑭漁港の災害復旧に関すること。

①漁港、漁港海岸利用の占使用事務に関すること。
②漁港及び海岸保全区域における国有財産に関すること。
③県管理漁港財産の取得、管理及び処分に関すること。
④漁港及び漁港海岸の指定及び管理に関すること。
⑤漁港及び漁港海岸の事業事務に関すること。
⑥プレジャーボート対策の総合調整に関すること。
⑦災害対策基本法の施行に関すること（災害時における
車両の移動等に関するものに限る。）。

⑧文書及び公印の管守に関すること。
⑨課内他班に属さないこと。

ばん  どう
ɹ౦ࡔ

Ҫɹ上
（内4183）

౦ɹ೮
嘱託員

੢ɹ໺
（内4154）
362－3476

ひら　いし
ฏɹੴ

（内4150）
362－9229

主　任

ฏɹྛ

主　査

漁政班長

職　員
はた　もと
ാɹຊ

兵庫県農政環境部 農林水産局 水産課 ＆ 漁港課 配席図
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ライフジャケットを
着用しよう！

～安全をサポート～
浮力合羽はお持ちですか？

浮力合羽はＪＦ兵庫漁連が開発したもので、皆様の安全をサポー
トします。
浮力は充分にあり、動きやすいように工夫されています。
まだお持ちでな
い方は是非！
※ 国土交通省の

型式承認試験
基準に合格し
たものではあ
りませんので、
一人乗りの漁
船の場合、ラ
イフジャケッ
トを着用して
ください。

海難事故をなくそう！

明石海峡でのイカナゴ漁を視察
　～明石海峡安全対策協議会 開かれる～

ライフジャケットを着用することで助かる可能性は飛躍的に向上
します。
自分自身のため
に、そして、家
族 の た め に 是
非、着用してく
ださい！
“	平成30年２月
ライフジャケッ
ト着用義務化
はじまる！”

モデル：ＪＦ坊勢職員 森 陽祐さん（大輪田塾12期生）
ライフジャケット（膨張式）

モデル：ＪＦ浜坂職員 中村 幸司さん（大輪田塾12期生）

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連のり海藻部資材担当（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

　
明
石
海
峡
安
全
対
策
協

議
会
（
事
務
局
：
神
戸
海
上

保
安
部
航
行
安
全
課
）
は
、

海
上
交
通
量
が
日
本
一
で

あ
る
明
石
海
峡
に
お
い
て
、

付
近
を
操
業
す
る
漁
業
者

と
、
こ
こ
を
通
過
す
る
船
舶

運
営
会
社
等
の
関
係
者
が

相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と

で
海
難
事
故
防
止
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
３
月
16
日
（
木
）
に
、
漁
業
関
係

者
や
大
型
船
運
航
会
社
の
関
係
者

ら
約
20
名
が
参
加
し
、
明
石
市
内
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
ま
ず
、
イ
カ
ナ
ゴ

漁
の
た
め
多
く
の
漁
船
が
操
業

す
る
明
石
海
峡
を
海
上
か
ら
視

察
す
る
た
め
、
明
石
港
に
停
泊

す
る
神
戸
海
上
保
安
部
所
属
の

灯
台
見
回
り
船
「
こ
う
う
ん
」

に
乗
船
し
、
す
ぐ
目
の
前
の
沖

合
で
操
業
す
る
漁
船
団
に
向
か

い
ま
し
た
。
船
内
で
は
、
神
戸

海
上
保
安
部
の
担
当
者
か
ら
、

漁
法
の
特
徴
や
船
の
後
方
に
長

く
伸
び
た
網
の
長
さ
な
ど
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、
漁

船
団
の
狭
い
隙
間
を
大
型
船
や

定
期
船
が
横
切
る
姿
も
見
ら

れ
、
参
加
者
は
同
海
域
の
通
行

の
難
し
さ
を
改
め
て
認
識
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
帰
港
後
、
兵
庫
県
水
産
会
館
に
移

し
て
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

（
淡
路
市
）
の
レ
ー
ダ
ー
で
捉
え
た

多
数
の
イ
カ
ナ
ゴ
漁
船
が
移
動
す

る
様
子
と
、
こ
の
海
域
一
帯
の
海
難

状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
意
見

交
換
で
は
、
大
型
船
が
イ
カ
ナ
ゴ
漁

期
の
午
前
中
に
な
る
べ
く
同
海
域

を
通
過
し
な
い
よ
う
時
間
調
整
を

行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
漁
業
者
が
大

型
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
研

修
に
参
加
し
、
そ
の
動
力
性
能
に
理

解
を
深
め
て
い
る
こ
と
な
ど
が
紹

介
さ
れ
た
ほ
か
、
具
体
的
な
安
全
対

策
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
様
々
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

多くの漁船が操業する姿が見られました
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　３月１日（水）、兵庫県農業共済会館にて、消費
者支援機構関西（KC's）、ひょうご消費者ネット、
生活協同組合コープこうべ、兵庫県生協連の４者
共催「ひょうご消費者セミナー2016」を開催しま
した。
　このセミナーは、「適格消費者団体」や「消費者
団体訴訟制度」についての理解を深めるとともに、
幅広い世代の消費者が「差止訴訟」などを学ぶも
ので、113人が参加しました。
　冒頭、主催４団体を代表し、兵庫県生活協同組
合連合会 野間 誠 専務理事が挨拶。
　続いて、篠原 嘉一氏が「スマホ・ケータイに使
われていませんか？～情報という名の落とし穴」
と題して、メールとＳＮＳの違いや、スマートフォ
ンを操作しながら、アプリの様々なリスクや機能
について、また小・中学・高校での実践教育では、
スマホを“持たせて我慢する経験をさせること”の
大切さについてお話しいただきました。
　その後、ＮＰＯ法人ひょうご消費者ネット 専務
理事 鈴木 尉久氏が「健康食品販売会社のお試し？
実は定期購入の改善の取り組み」について、また
ＮＰＯ法人消費者支援機構関西（KC's）袋井 邦
昭氏が「健康食品事業者に対する差止請求」につ
いて、それぞれ取り組みを報告し、次年度の第10
回につながるセミナーとなりました。

ＪＡ兵庫中央会　

　ＪＡ兵庫中央会は２月22日、県農業会館でＪＡ
組織基盤強化実践セミナーを開催しました。「持
続可能な組織を目指して」をテーマに、県内13Ｊ
Ａの常勤役員や次世代対策担当部課長等約40人
が参加し、これからの組合員との関係強化の進め
方や他県の優れた事例を共有しました。
　中央会の高品藤吉常務理事が、県ＪＡ大会決議
を踏まえ、多様な組合員の加入促進と意思反映に
よる組織基盤の強化が必要だと提案しました。
　続いて岡山大学大学院の小松泰信教授が、「危
機的状況突破に向けたアクティブ・メンバーシップ
の確立」と題し、基調講演。地域農業やＪＡを持
続していくために、組合員とＪＡが協力し、「根強い」
地域農業をつくる重要性を話しました。
　事例紹介では、組合員教育活動の先進ＪＡであ
るＪＡ福岡市と准組合員の地域農業応援団化を進
めるＪＡ蒲郡市が取り組みを発表しました。ＪＡ
蒲郡市の木村秀昭総合企画部長代理は、地域農
業振興における准組合員の役割を、正組合員にも
分かりやすく伝え理解を得ることが必要と話しま
した。
　同セミナーを通じて、参加者はＪＡ組織基盤強
化に向けた次世代のリーダー育成や准組合員対策
の重要性についての認識を深めました。

持続可能な組織を目指して

ＪＡ組織基盤強化実践
セミナーを開催

スマホ・ケータイに使われていませんか？
～情報という名の落とし穴～

「ひょうご消費者セミナー
2016」開催

基調講演を行う小松泰信教授
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神
戸
ペ
イ
ン
ト
本
社
工
場（
稲
美
町
）で
研
修

　
大
輪
田
塾
３
月
講
座
は
、14
日（
火
）に
現
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
漁
船
を
は
じ
め
、様
々
な
分
野
で
使
用
さ
れ
て
い
る
塗
料
を
製
造
す
る
神
戸

ペ
イ
ン
ト
㈱（
稲
美
町
）で「
漁

船
用
塗
料
に
つ
い
て
考
え
る
」

を
開
講
し
、塾
生
ら
９
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
講
義
で
は
、塗
料
の
性
質
や

種
類
、製
造
方
法
な
ど
に
つ
い

て
学
ん
だ
ほ
か
、船
底
塗
料
を

塗
る
際
の
注
意
点
や
塗
り
替
え

の
時
期
と
い
っ
た
幅
広
い
内
容

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

製
造
工
場
の
見
学
で
は
、様
々

な
原
料
を
混
ぜ
あ
わ
せ
、注
文

に
応
じ
て
、調
色
し
仕
上
げ
て

く
工
程
や
、小
ロ
ッ
ト
に
対
応

す
る
缶
内
調
色
と
い
う
方
法
も

見
る
こ
と
が
出
来
、塾
生
は
担

当
者
の
説
明
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　
講
義
を
終
え
て
、参
加
し
た

塾
生
か
ら
は「
塗
料
に
つ
い
て

知
識
が
深
ま
っ
た
」「
正
し
い
使

用
方
法
が
分
か
っ
た
」と
い
っ

た
感
想
が
聞
か
れ
、有
意
義
な

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

००
写真と文

༡ํࢠ

百種菜園（Ⅳ）

◆
野
菜
作
り
の
う
ち
魅
力
的
な
の
は
《
果
菜
》で
あ
る
。
完
熟
苺
や
西

瓜
な
ど
は
実
に
瑞
々
し
く
て
美
味
し
く
、
暑
い
季
節
に
は
マ
ク
ワ
ウ
リ

の
冷
た
さ
が
堪
え
ら
れ
ぬ
善
さ
と
な
る
。
未
熟
果
を
採
取
す
る
ナ
ス
、

キ
ュ
ウ
リ
、
ニ
ガ
ウ
リ
も
収
穫
が
愉
し
い
。
早
く
実
ら
ぬ
か
と
待
つ
気

分
も
味
わ
え
る
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
エ
ダ
マ
メ
、
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
な
ど

は
収
穫
し
て
口
に
す
る
感
動
は
何
に
も
変
え
難
い
。
労
苦
が
報
わ
れ
る

瞬
間
で
も
あ
る
。
休
耕
田
を
借
り
る
約
束
条
件
の
畦
の
草
刈
り
は
、
少

し
難
儀
な
の
だ
が
一
通
り
刈
り
取
っ
て
仕
舞
え
ば
、
次
に
繁
茂
す
る
ま

で
、
か
な
り
の
時
間
が
あ
る
。
そ
の
間
に
ゆ
っ
た
り
と
作
業
に
励
め
る
。

◆
野
菜
作
り
は
、
雑
草
と
の
戦
い
で
あ
る
。
抜
い
て
も
抜
い
て
も
生
え

て
来
る
た
め
、
限
り
の
な
い
戦
い
に
な
る
。
昔
、「
畑
に
コ
ウ
ブ
シ
、
田

に
ヒ
ル
モ
」と
言
っ
て
、
百
姓
泣
か
せ
の
草
が
あ
っ
た
。
ヒ
ル
モ
は
田

に
生
え
て
嫌
が
ら
れ
る
ヒ
ル
ム
シ
ロ
の
事
で
、
最
近
は
除
草
剤
の
お
陰

で
実
に
お
と
な
し
い
。
コ
ウ
ブ
シ
（
香
付
子
）は
畑
の
雑
草
と
し
て
横

綱
級
な
の
は
現
代
も
変
ら
な
い
が
、
ハ
マ
ス
ゲ
の
別
名
だ
。
地
下
茎
の

先
に
塊
茎
を
拵
え
て
増
殖
す
る
た
め
、
除
草
剤
に
も
ビ
ク
と
も
し
な

い
。
香
付
子
の
付
子
は
、
猛
毒
で
知
ら
れ
る
ト
リ
カ
ブ
ト
の
根
の
こ
と

で
、
ハ
マ
ス
ゲ
の
塊
茎
が
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
正
に
畑
の
猛
毒
草
と
い
え
る
。

こ
の
草
と
実
際
に
付
き
合
っ
て
十
年
を
越
え
た
が
、
や
っ
と
生
態
な
ど
が
判
っ
て

き
た
。

◆
ハ
マ
ス
ゲ
が
絶
滅
し
な
い
秘
密
は
２
段
構
え
の
塊
茎
に
あ
る
。
１
つ
目
の
塊
茎

は
比
較
的
浅
い
所
に
あ
り
、
通
常
の
草
引
き
で
抜
き
取
れ
る
。
田
ン
圃
は
漏
水
防

止
の
た
め
底
部
に
粘
土
を
敷
き
詰
め
、
そ
の
上
に
耕
土
を
敷
い
て
あ
り
、
こ
の
耕

土
部
分
で
作
物
を
作
っ
て
草
引
き
も
行
う
。
ハ
マ
ス
ゲ
の
２
個
目
の
塊
茎
は
此
の

粘
土
層
に
あ
り
、
耕
耘
機
で
も
此
処
迄
は
耕
さ
な
い
。
そ
の
た
め
ハ
マ
ス
ゲ
は
生

き
延
び
、
世
界
的
な
畑
の
害
草
と
し
て
名
を
売
っ
て
い
る
。
ス
ギ
ナ
も
同
様
の
地

下
茎
を
持
っ
て
、
実
に
賢
く
長
生
き
す
る
。
こ
れ
ら
を
絶
や
す
に
は
粘
土
層
を
掘

り
返
し
、
塊
茎
や
地
下
茎
を
取
り
除
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
が
菜
園
で
取
り
掛
っ

て
い
る
が
、重
労
働
な
う
え
根
気
を
要
し
長
期
戦
の
構
え
で
挑
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

◆
雑
草
防
除
と
共
に
害
獣
へ
の
対
処
が
重
要
だ
っ
た
。イ
ノ
シ
シ
・
ア
ラ
イ
グ
マ
・

カ
ラ
ス
・
ヒ
ヨ
ド
リ
に
毎
年
泣
か
さ
れ
た
。
こ
の
内
ヒ
ヨ
ド
リ
と
カ
ラ
ス
は
釣
り

糸
を
張
り
巡
ら
し
て
回
避
で
き
た
が
、
ア
ラ
イ
グ
マ
に
は
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
・

ス
イ
カ
・
イ
チ
ゴ
を
食
わ
れ
、
人
は
残
り
物
を
頂
戴
す
る
始
末
だ
っ
た
。
こ
れ
に

は
獣
害
防
止
用
の
網
が
手
に
入
り
、
今
年
は
畑
の
周
囲
に
張
り
回
し
て
防
ぐ
事
が

出
来
た
。
あ
と
は
猪
だ
が
、
防
ぐ
手
立
て
に
シ
カ
害
を
網
で
撃
退
し
た
記
事
が
参

考
に
な
り
、畝
の
周
囲
に
ノ
リ
網
を
浮
か
し
張
り
に
し
て
見
事
撃
退
に
成
功
し
た
。

全
て
食
わ
れ
て
い
た
サ
ツ
マ
イ
モ
だ
が
、
昨
年
は
芋
掘
り
が
楽
し
め
た
。

枝
垂
れ
桜

工場見学の様子 幅広い内容の話を聞くことが出来ました



全国海の子絵画展 今年も４作品が入賞！第39回

　ＪＦ全漁連主催「第39回全国海の子絵画展」が開催され、全国約21,000点（参加909校）のうち、各県で選ばれた138点につき審
査が行われました。兵庫からは、昨年決定した「ひょうご海の子絵画」受賞作品（拓水№723：H29．１月号参照）のうち、特に優秀で
あった10名の作品が出品されました。審査の結果、神戸市立東舞子小学校２年 石本 咲月さんが「文部科学大臣賞」を、神戸市立
東舞子小学校３年 佐々木 優薫さんが「水産庁長官賞」、神戸市立有野北中学校２年 三崎 萌花さんが「ＮＨＫ会長賞」、そして、新
温泉町立浜坂西小学校４年 山田 奨悟さんは「農林中央金庫理事長賞」を受賞しました。
　表彰式は東京・コープビルで３月27日（月）に開催され、特別賞入賞者28人の一人ひとりに賞状が手渡されました。（文：ＪＦなぎさ信漁連）

「
セ
リ
を
す
る
人
」

　

農
林
中
央
金
庫
理
事
長
賞

　
　

新
温
泉
町
立
浜
坂
西
小
学
校
４
年 

山
田 

奨
悟
さ
ん

「
荒
波
と
船
」

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
賞

　
　

神
戸
市
立
有
野
北
中
学
校
２
年 

三
崎 

萌
花
さ
ん

「メスのタコにすいつかれた！」
水産庁長官賞

神戸市立東舞子小学校３年 佐々木 優薫さん

「いっぱい魚がとれているかな。」
文部科学大臣賞

神戸市立東舞子小学校２年 石本 咲月さん
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